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環境・
エネルギー技術で

地球を守る

安全・安心・豊かな
社会で

人をはぐくむ

自然を読み解き
社会と調和を図る

科学・技術で
健康と長寿を
実現する

Science for Science 
Science for Society

新しい環境・
エネルギー
技術の創成

産業・生活を
支える共通
技術の形成

革新的防災・
減災技術

の進化

フューチャーアースによる
環境問題の解明・適応・緩和と
国際的合意形成

地球環境の
理解・予測・

保全

材料の
創製と
高機能の
探求

医療バイオ
技術への応用

2050

数学・
数理科学・

計算科学の
深化と展開

求められる機能の
最適材料の提供

身近な資源のみで
高機能な材料を創出

次世代産業
基盤の充実

人間生活を豊かにする
化学システム・
技術の構築

生命・人間に係わる
数理科学の進展

安全安心
健康長寿の実現

五感の拡張と
人智の再構成

数学による複雑現象に
隠れた高次構造の究明

知の統合プラットフォーム
全社会的構築

宇宙と物質の共進化の
統一的解明

生命を育む
地球惑星環境の

理解と保全

持続可能な発展の
ための教育の展開

核融合発電の実現

高効率完全クローズド
発電システムの実現

持続的・安定的
エネルギー供給の実現

再生可能エネルギー
中心社会の構築

低炭素・低リスク・
循環型社会の構築

リスクに負けない
レジリエントな社会の実現

人間とロボット
共存社会の実現

知の体系化で材料高機
能化総合解法確立

生命の起源解明

健康・医療記録を
自己管理

エネルギー・大規模知能
システムの有効利用

社会の実現

不正アクセスの
完全防止

レジリエントな
情報基盤による

持続可能社会の実現ICTの高度利活用による
安心・安全かつ

持続可能社会の実現

循環型社会の
総合数理モデルの構築

宇宙と地球生命
科学の融合 新たな物性の開拓による

イノベーション創出

地球システム全容の
理解と社会への貢献

自然と共生する
国土・都市づくり

フューチャーアースの
全球ネットワークの確立

地球環境に
適合したＣＯ２

ｸﾛｰｽﾞﾄﾞｻｲｸﾙ
の実用化

化学反応・結合の完全
制御によるエネルギー・
環境課題への貢献

国土・都市・
地域環境の保全

価値共創する進化型
社会実現の横断型基幹

科学技術の確立

材料機能
共通課題理解

ネットワークの構築

リスクマネジメントの
確立

グリーンな分子材料・
システム・技術の開発

自律適応ロボットの
実用化

サイバー空間と
実社会の融合

自然・社会現象の
数理モデルの探索と

新数理の開発

情報・社会システムのた
めの数理科学の展開自然界の基本法則の

理解と多様性の究明

宇宙に開いた
地球像の創出

国際的モニタリング
システムの確立

多様な燃料を用いる
発電システムの実現

高レベル核廃棄物の
安全な処理

処分法の開発

適切な原子力の
利用

防災・減災
手法の開発

再生可能資源・
材料の拡大

新材料と資源を
有効に活用する

情報技術で快適な
生活を実現する

自然と共生する
世界を実現する

人間活動と
地球環境の
調和を図る

2040

理学・工学分野における
科学・夢俯瞰マップ

 
3

知の統合プラットフォーム
全社会的構築

ICTの高度利活用による
安心・安全かつ

持続可能社会の実現

循環型社会の
総合数理モデルの構築

情報・社会システムのた
めの数理科学の展開

2050

地球システム全容の
理解と社会への貢献

2040

3

自然を読み解き
社会と調和を図る

2050

知の統合プラットフォーム
全社会的構築

宇宙と物質の共進化の
統一的解明

ICTの高度利活用による
安心・安全かつ

持続可能社会の実現

循環型社会の
総合数理モデルの構築

宇宙と地球生命
科学の融合 新たな物性の開拓による

イノベーション創出

自然界の基本法則の
理解と多様性の究明2040

る

知の統合プラットフォーム
全社会的構築

ICTの高度利活用による
安心・安全かつ

持続可能社会の実現

循環型社会の
総合数理モデルの構築

2050

自然界の基本法則の

2040
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